
◆「食の絆を育む体験活動の展望 」
ＮＰＯ法人食の絆を育む会 理事長 近江 正隆（おうみ まさたか）氏

○参 集 者 : 農林漁業体験活動実践者及び団体、グリーン・ツーリズム実践者、
子ども農山漁村交流プロジェクト実践者、教育関係者、行政担当者、
消費者団体､これから農林漁業体験活動を始めたいとお考えの方々等

○日 時 : 平成２８年３月１日（火）１３:３０～１６:３０

○会 場 : 仙台合同庁舎Ａ棟 ８階講堂

食と農の体験活動を通じた
食育交流会

○申込方法： 裏面の参加申込書に必要事項を記入の上、事務局までファックスまたは
郵送のいずれかでお申し込み下さい。

○申込締切： 平成28年2月22日（月）

１ 基調講演

食や農業への理解を深める体験活動！！
様々な体験活動事例から農林漁業体験活動を考える交流会です。

東北農政局主催

北海道十勝管内１６市町村の４００軒を超える農家等の協力で、修学旅行
等を受け入れ、ありのままの農山漁村生活体験を行う中で、食や農業への
理解や愛着を育む活動に取り組んでいます。
都市部の子どもたちへの食の大切さや、それらを育む産業に対する理解を
深める「食育」に先進的に取り組んでいる活動事例として、現状と今後の
課題・展望についてお話いただきます。

参加費無料

◆「食農体験から地域の魅力を再発見！」
・ＮＰＯ法人 プロジェクト８８ 理事長

高橋 菜里（たかはし なり）氏 [埼玉県さいたま市]

＜プロフィール＞1970年東京都目黒区生まれ。都立戸山高校卒業。1989年に北海道十勝へ単
身移住。1991年に大津漁協の組合員となり漁業に従事。1999年水産加工業を開業しインター
ネットで販路を拡大。2006年地域活性化を目的としたＮＰＯ法人日本のうらほろを設立。
2008年農家と漁師を応援する企画会社（株）ノースプロダクション設立。2012年ＮＰＯ法人
食の絆を育む会設立。現在、うらほろスタイル推進地域協議会事業コーディネーター、
北海道教育大学釧路校非常勤講師、内閣府地域活性化伝道師、
北海道生涯学習実践支援事業検討会議委員、など。

２ 事例発表

◆「わくわくモーモースクール 新林牧場の酪農体験」
・農事組合法人 新林牧場 代表理事

柴田 睦（しばたあつし）氏 [秋田県由利本荘市]

◆「ＪＡ青年部による耕作放棄地を利用した農業体験」
・ＪＡ山形おきたま飯豊地区青年部 盟友

田中 俊昭（たなかとしあき）氏 [山形県西置賜郡飯豊町]

３ 意見交換



食と農の体験活動を通じた食育交流会

参 加 申 込 書

※ファックス送信の際は、番号のお間違いがないよう、もう一度お確かめ下さい。

申込期限 ２月２２日（月）

※申込書に記載された個人情報は、この交流会に関してのみ使用し、それ以外の目的に
は使用しません。

※庁舎内の駐車場はご利用になれませんので、公共交通機関をご利用になるか、近隣の
民間駐車場をご利用下さい。

お申し込み・お問合せ先

東北農政局 経営・事業支援部 地域食品課

TEL：０２２－２６３－１１１１（担当：伊藤、後藤 内線4084、4384）

お名前
（ふりがな）

おところ
※個人の方は市町村名まで
でも結構です。

〒

ご連絡先 電 話

右の該当するものを
○で囲んで下さい。
その他の場合、具体
的に記入して下さい。

農林漁業体験活動実践者、グリーン・ツーリズム実践者、

子ども農山漁村交流プロジェクト実践者、生産者団体、

消費者団体、教育関係者、行政担当者、

その他（ ）

〒980-0014

仙台市青葉区本町三丁目３番１号
仙台合同庁舎Ａ棟
８階 講堂

開催場所のご案内

FAX ：０２２－７２２－７３７８

＜アクセス＞
・JR仙台駅から徒歩約20分
・仙台市地下鉄勾当台公園駅から徒歩約5分
・県庁市役所前バス停から徒歩約5分


